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プログラム  

開催日 2024 年 12 月 7 日 

会場 慶應義塾大学 協生館 AIC ラウンジ 

タイムテーブル  

9:30-10:00 受付開始 

10:00-10:10 開会式 

 開会宣言 矢向 高弘（慶應義塾大学 AI・高度プログラミングコンソーシアム 代表） 

10:10-10:50 講演セッション 1「慶應 AI センターのご紹介」 

 杉浦 孔明（理工学部 教授） 

 斎藤 英雄（理工学部 教授） 

 栗原 聡（理工学部 教授） 

 泰岡 顕治（理工学部 教授） 

10:50-11:50 招待講演 

 AI にできないこと：脱優等生のススメ- 冨田 勝（鶴岡サイエンスパーク 代表理事） 

13:00-13:30 AIC セッション 

 AIC の活動について 小林 真里（AIC 特任教授） 

13:30-14:30 講演セッション 2 

 
Wi-Fi 搭載マイコンと生成 AIを用いた IoT に関するハンズオン型教育の実践 

吉川 拓志（理工学部 4 年） 

 
エンドエフェクタの軌道に基づく open-vocabulary 物体操作タスクにおける将来成否予測 

神原 元就（理工学研究科 博士 2 年） 

 
大規模言語モデルのリーズニング能力の評価：言語理解と推論の観点から  

安東 里沙子（文学研究科 博士 1 年） 

 
Image Captioning における自動評価の最前線   

和田 唯我（理工学研究科 博士 1 年） 

14:45-15:45 講演セッション 3 

 
生活支援ロボットにおけるマルチモーダル検索に基づく移動マニピュレーション   

是方 諒介（理工学研究科 博士 1 年） 

 
イベントカメラを用いた高速現象の解析 

中林 拓也（理工学研究科 博士 2 年） 

 
Visuo-Tactile Zero-Shot Object Recognition with Vision-Language Model 

  上田 栞（理工学研究科 博士 2 年） 

 
Multimodal Cross-Domain Few-Shot Learning for Egocentric Action Recognition 

  波多野 雅（理工学研究科 博士 2 年） 

16:00-17:30 懇親会 

 

 


